
講師の動きをまねて体操（まるごと元気教室）

  

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

  

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　
健
康
寿
命
と
は
「
日
常
的
に
介
護
を

必
要
と
せ
ず
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
期
間
」
を
い
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平

成
25
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男

性
が
80
・
2
歳
で
、
女
性
が
86
・
6
歳
。

こ
れ
に
比
べ
て
、
健
康
寿
命
は
男
性
が

71
・
2
歳
、
女
性
が
74
・
2
歳
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
男
女
と
も
約
10
年

間
介
護
が
必
要
な
状
態
で
過
ご
す
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
生
活

す
る
た
め
に
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
総

合
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

総
合
事
業
と
は

　
市
が
中
心
と
な
り
、
市
民
な
ど
の
協

力
の
も
と
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実

施
す
る
事
業
で
す
。

　
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
と
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
で

構
成
さ
れ
ま
す
。

対
象

◦
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
…
介
護
保
険
の
要
支
援
認
定
を
受

け
た
人
や
、
日
常
生
活
に
必
要
な
体

の
機
能
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ

り
生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
人

◦
一
般
介
護
予
防
事
業
…
65
歳
以
上
の

全
て
の
人

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
介
護
予
防
と
日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
す
る「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」（
総
合
事
業
）が
ス
タ
ー
ト
し
て
9
カ
月
。
4
月
か
ら
は
一
部
の
事
業
で
、
支
援

の
必
要
性
が
比
較
的
低
い
人
の
た
め
の
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
年

齢
を
重
ね
て
も
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん

も
事
業
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
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　市では、65歳以上の人が介護サービスの事業所でボ
ランティア活動をした場合に、交付金を支給しています。
活動したい人は、事前にボランティアセンター（保健福
祉館内）で登録手続きをしてください。
登録できる人＝市に住民記録のある65歳以上の人
活動場所＝市から指定を受けた介護サービス事業所

活動内容＝レクリエーションの指導・補助、利用者の話
し相手、食事の準備や洗濯の手伝いなど、施設職員の
補助（活動内容は事業所によって異なる）
交付金＝1時間程度の活動でスタンプカードにスタンプ

が1つ押されます（1日2スタンプまで）。10スタンプ
ごとに1,000ポイントとなり、翌年度に申請するとポ
イント数と同額の交付金を受け取れます（1年間の上
限は5,000円）

※くわしくは高齢者福祉課（☎20-1537）へ。

  
介
護
予
防
・

  
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
ま
す（
左
表
）。

　
4
月
か
ら
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
に
、
支
援
の
必
要
性
が
比
較
的
低
い

利
用
者
の
た
め
に
、
基
準
緩
和
型
サ
ー

ビ
ス
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

  

一
般
介
護
予
防
事
業

　
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
に
取
り
組
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
日
程
は
高
齢
者
福
祉
課

（
☎
20
‐
1
5
3
7
）へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

な
り
た
い
き
い
き
1
0
0
歳
体
操

　
手
首
や
足
首
に
重
り
を
付
け
て
、
椅

子
に
座
り
、
ゆ
っ
く
り
し
た
リ
ズ
ム
の

音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う
体
操
で
す
。
転

倒
予
防
の
ほ
か
、
立
ち
上
が
る
の
が
楽

に
な
る
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　
体
操
を
地
域
で
継
続
し
て
行
い
た
い

グ
ル
ー
プ
に
は
、
指
導
員
を
1
カ
月
派

遣
し
ま
す
。
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、

高
齢
者
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
参
加
人
数
が
5
人
以
上
で
、
週
1

回
、
3
カ
月
以
上
継
続
す
る
こ
と
が
条

件
で
す
。
ま
た
、
会
場
・
椅
子
・
C
D

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
グ
ル
ー
プ
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
る
ご
と
げ
ん
き
教
室

内
容
＝
運
動
機
能
の
向
上
、
口こ
う

腔く
う

・
栄

養
に
つ
い
て
の
講
座
や
ゲ
ー
ム
な
ど

を
通
し
て
、
介
護
予
防
の
知
識
を
得

る
シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
教
室

内
容
＝
音
楽
療
法
、
健
康
体
操
、
認
知

症
予
防
ヨ
ガ
な
ど
を
通
し
て
運
動
機

能
の
向
上
を
図
る

遊
具
を
使
っ
た
介
護
予
防

内
容
＝
市
内
の
公
園
に
あ
る
遊
具
を
使

用
し
て
運
動
機
能
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
そ
の
指
導
者
の
育
成
を
図

る

  

7
月
か
ら
開
始

  

介
護
予
防
把
握
事
業

　
市
で
は
、
市
内
の
調
剤
薬
局
な
ど
と

連
携
し
て
、「
介
護
予
防
把
握
事
業
」

を
7
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

活
用
し
て
、
薬
局
を
利
用
す
る
高
齢
者

の
運
動
機
能
の
低
下
、
認
知
症
、
閉
じ

こ
も
り
の
可
能
性
な
ど
を
早
期
に
把
握

す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者

に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
、
総
合
事
業
の
利
用
に
つ
な
げ

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
7
）へ
。

薬局で気軽に健康チェック

活動しませんか
介護支援ボランティア

サービスの種類 内容 自己負担額の目安*（1カ月当たり）

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

介護予防訪問介護相当
サービス

市の指定した事業所が利用者
の自宅へ行き、食事や入浴の
介助などの身体介護や生活援
助サービスを行う

◦週1回程度…1,250円
◦週2回程度…2,499円
◦週2回超……3,964円

基準緩和型訪問サービス

市の指定した事業所が利用者
の自宅へ行き、掃除や洗濯な
どの生活援助サービスのみを
行う

◦週1回程度…1,036円
◦週2回程度…2,072円
◦週2回超……3,286円

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

介護予防通所介護相当
サービス

利用者が市の指定した事業所
へ通い、レクリエーションや機
能訓練、入浴などのサービス
を受ける

◦週1回程度…1,722円
◦週2回程度…3,529円

基準緩和型通所サービス

利用者が市の指定した事業所
へ通い、レクリエーションや
介護予防の体操などのサービ
スを受ける

◦週1回程度…1,349円
◦週2回程度…2,765円

介護予防・生活支援サービス事業

＊1割負担の場合

広報なりた 2017.7.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です3

4c


